
『
歌
経
標
式
』
所
用
仮
名
二
題
―
比ヒ

隄テ

利リ

（
一
人
）
と
比ヒ

都ツ

（
人
）
―

西

崎

　

亨

一

　『
歌
経
標
式
』（
査
体
有
七
）
中
に
、

愛
弥
詩
比
隄
利
二
句

　

　
毛
々
那
比
都
三
句

　

　
比
苫
破
伊

倍
登
毛
四
句

　

　
多
牟
伽
比
毛
勢
受
五
句

　

可
謂
於
佐
伽
那
流
一
句

　

　
愛
弥
詩
比
隄
利
二
句

　

既
無
頭
而
有
尾
　
故
名
為
無
頭

な
る
句
が
あ
る
。
沖
森
卓
也
他
著
『
歌
経
標
式
　
影
印
と
注
釈（

（
（

』
は
、「
え
み
し
を
ひ
だ
り
　
も
も
な
ひ
と
　
ひ
と
は
い
へ
ど
も
　
た
む
か

ひ
も
せ
ず
　
お
さ
か
な
る
　
え
み
し
を
ひ
だ
り
　
と
謂い

ふ
べ
し
」
と
訓
読
し
、
次
の
様
な
注
釈
を
加
え
て
あ
る
。（
要
旨
）

①
　「
隄
」
は
濁
音
仮
名
。「
ひ
だ
り
」
は
一
人
の
意
で
、「
ひ
だ
り
も
も
な
ひ
と
」
は
一
騎
当
千
の
意
。
　

②
　
こ
の
歌
は
『
日
本
書
紀
』
に
基
づ
い
て
、
万
葉
仮
名
字
母
を
書
き
換
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
　「
都
」
は
本
書
で
は
ツ
の
音
仮
名
で
あ
る
が
、
こ
の
例
の
み
乙
類
の
「
ト
」
で
あ
る
。

研
究
ノ
ー
ト
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④
　�

本
書
で
は
、
基
本
的
に
ト
の
甲
乙
の
書
き
分
け
が
認
め
ら
れ
、「
都
」
は
上
代
に
お
い
て
ト
甲
類
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の

で
、
こ
の
用
字
は
問
題
（
研
究
編
参
照（

（
（

）

　
因
み
に
、『
日
本
書
紀
』
歌
謡
は
、
大
野
晋
『
上
代
假
名
遣
の
研
究
　
日
本
書
紀
の
假
名
を
中
心
と
し
て
』
の
本
文
篇
に
よ
っ
て
示
す
と

次
の
如
く
で
あ
る
。

愛エ

瀰ミ

詩シ

烏ヲ

毗ヒ

儴ダ

利リ

　
毛モ

毛モ

那ナ

比ヒ

苔と

　
比ヒ

苔と

破ハ

易イ

陪ヘ

廼ど

毛モ

　
多タ

牟ム

伽カ

毗ヒ

毛モ

勢セ

儒ズ

　
本
稿
で
問
題
と
す
る
、『
歌
経
標
式
』
の
「
比
隄
利
」「
比
都
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
歌
謡
に
は
「
毗
儴
利
」「
比
苔
」
と
あ
る
。

　「
儴
」
字
は
、
内
轉
宕
摂
第
三
十
一
宕
韻
去
声
所
属
字
で
、
清
音
仮
名
と
す
る
大
野
晋
説
、
濁
音
仮
名
と
す
る
大
野
透
説
が
あ
る
が
、『
日

本
書
紀
』
等
の
所
用
例
等
か
ら
濁
音
仮
名
に
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
「
ダ
」
は
漢
音
で
あ
る
。

　「
苔
」
字
は
、
外
轉
蟹
摂
第
十
三
咍
韻
平
声
所
属
字
で
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
乙
類
清
音
仮
名
の
所
用
例
が
二
十
数
例
認
め
ら
れ
る
。

　『
日
本
書
紀
』
歌
謡
に
見
え
る
「
毗
儴
利
」「
比
苔
」
は
、「
ひ
だ
り
」「
ひ
と
」
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、『
歌
経
標
式
』
の
所
用
仮
名
「
隄
」「
都
」
に
つ
い
て
は
、「
だ
」「
と
」
の
仮
名
と
み
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
。
和
語
「
ひ

て
り
（
一
人
）」「
ひ
つ
（
人
）」
に
つ
い
て
の
小
考
で
あ
る
。

二

　『
歌
経
標
式
』
中
に
は
、
仮
名
「
隄
」
字
は
、

①
　
比
岐
々
利
伊
隄
須
（
挽
き
伐
り
出
す
）　
139
・
141

②
　
非
隄
比
等
（
飛
騨
人
）
70

③
　
比
隄
利
（
一
人
）
109
・
111
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の
よ
う
に
、「
比
隄
利
」
の
二
例
を
含
め
て
、
三
語
五
例
し
か
見
ら
れ
ず
、「
出
す
」「
飛
騨
」「
一
人
」
の
語
（
三
語
の
釋
文
―
漢
字
表
記
―

は
、『
歌
経
標
式
　
影
印
と
注
釈
』
の
訓
読
文
に
よ
る
）
は
、
上
記
の
例
の
み
で
他
の
用
字
例
は
見
ら
れ
な
い
。
③
の
「
一
人
」
は
、
今
は

お
く
と
し
て
、
①
②
の
「
い
だ
す
」「
ひ
だ
」
の
場
合
の
「
隄
」
字
は
、
濁
音
仮
名
「
ダ
」
と
し
、
問
題
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

仮
名
「
都
」
字
に
つ
い
て
は
、

①
　
古
麻
都
（
小
松
）
59	

②
　
旨
羅
都
由
（
白
露
）
34 

207 

210

③
　
他
都
他
夜
麻
（
竜
田
山
）
53 

223	

④
　
都
可
羅
旨
（
疲
ら
し
）
77 

81

⑤
　
都
紀
（
月
）
66	

⑥
　
都
岐
（
搗
き
）
138 

140

⑦
　
都
俱
（
着
く
）
151	

⑧
　
都
俱
旨
（
尽
く
し
）
240

⑨
　
都
利
（
釣
）
172	

⑩
　
都
利
不
祢
（
釣
舟
）
174

⑪
　
婆
都
勢
（
泊
瀬
）
170	

⑫
　
婆
麻
々
都
（
浜
松
）
124

⑬
　
比
岐
都
（
引
津
）
189 

192	
⑭
　
比
都
（
人
）
109

⑮
　
与
都
（
四
つ
）
139 

142

以
上
の
一
五
語
二
二
例
の
「
都
」
字
は
清
音
仮
名
「
ツ
」
の
例
と
す
る
。

⑯
　
旨
都
俱
（
沈
く
）
239	

⑰
　
他
都
（
鶴
）
147

の
二
語
二
例
の
「
都
」
字
は
濁
音
仮
名
「
ヅ
」
の
例
と
す
る
。

　
清
音
仮
名
の
一
五
語
の
う
ち
、「
都
」
以
外
の
用
字
の
例
に
は
「
ひ
と
」（
比
苔
　
109
・
比
等
　
133
・
133
）
が
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、「
等
」

字
の
所
用
例
に
は
、「
御
等
（
如
）・
己
等
己
等
耳
（
悉
に
）・
等
俱
（
解
く
）・
等
旨
（
年
）・
等
婢
古
延
（
飛
び
越
え
）・
等
母
（
艫
）・
等

与
美
（
響
み
）・
等
利
（
鳥
）・
夜
摩
等
（
大
和
）」
等
の
例
が
見
ら
れ
る
。「
苔
」
字
の
例
は
、
前
に
示
す
「
比
苔
（
人
）」
の
一
例
の
み
で
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あ
る
。

　「
等
」
字
は
、
外
轉
第
十
三
開
蟹
摂
海
韻
所
属
字
で
、
乙
類
清
音
仮
名
で
あ
り
、「
比
等
」
を
含
め
て
「
等
」
仮
名
を
含
む
各
語
は
、
特
殊

仮
名
遣
い
に
一
致
す
る
。
因
み
に
、「
都
」
字
は
甲
類
清
音
仮
名
で
あ
り
、「
比
都
」
を
「
ひ
と
」
と
訓
む
場
合
、
特
殊
仮
名
遣
い
の
用
法

に
一
致
し
な
い
。

　
前
掲
『
歌
経
標
式
　
影
印
と
注
釈
』
は
、「
比
都
」
に
つ
い
て
、「『
都
』
は
本
書
で
は
ツ
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

例
の
み
ト
乙
類
相
当
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
基
本
的
に
ト
の
甲
乙
の
書
き
分
け
が
認
め
ら
れ
、『
都
』
は
上
代
で
は
ト
甲
類
の
音

仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
点
か
ら
も
、
こ
の
用
字
は
問
題
視
さ
れ
る
（
研
究
編
参
照
）。」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、『
歌
経
標

式
　
影
印
と
注
釈
』
に
「
研
究
編
」
は
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、『
歌
経
標
式
　
注
釈
と
研
究
』
に
は
見
え
る
。

三

1
、
仮
名
「
隄
」
字

　「
隄
」
字
は
、
外
轉
第
十
三
蟹
摂
齊
韻
所
属
字
で
、『
廣
韻
』
に
は
、
杜
奚
切
と
あ
る
。

　
大
塚
毅
『
万
葉
仮
名
音
韻
字
典
』
に
は
、「
隄
」
字
が
ア
列
音
「
ダ
」
と
、
エ
列
音
「
テ
」
に
見
ら
れ
る
。「
テ
」
に
つ
い
て
は
、『
歌
経

標
式
』
の
「
非ヒ

隄テ

比ヒ

子コ

」
を
例
示
し
て
、「
他
に
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。」
と
す
る
。「
ダ
」
に
つ
い
て
は
、「
非ヒ

隄ダ

比ヒ

子コ

能ノ

」（
風
土
記
）

「
比ヒ

岐キ

キ々

利リ

伊イ

隄ダ

須ス

」（
歌
経
標
式
）、「
比ヒ

隄ダ

利リ

」（
延
喜
式
）
を
例
示
し
て
、「
元
来
、
こ
の
斉
韻
は
〔ei

〕（
漢
音
）
と
〔ai

〕（
呉
音
）
の

両
音
が
わ
が
国
に
行
わ
れ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る
。

　
大
野
透
『
萬
葉
假
名
の
研
究
』
に
は
「
ア
イ
の
韻
形
の
呉
音
に
相
當
す
る
假
名
と
し
て
は
歌
経
標
式
の
隄ダ

の
例
の
み
で
あ
る
」（
37
頁
）

と
あ
り
、『
續
萬
葉
假
名
の
研
究
』
の
「
歌
経
標
式
」（
911
頁
）
の
「
ダ
」
の
条
に
「
隄
は
非
隄
（
遊
風
病
）・
比
隄
利
（
無
頭
有
尾
・
2

94



例
）・
伊
隄
須
（
譴
警
）
に
見
え
、
…
…
」
と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
隄
」
字
は
、
外
転
第
十
三
開
蟹
摂
齊
韻
平
声
所
属
字
で
あ
る
。

　
齊
韻
の
音
を
藤
堂
明
保
・
小
林
博
『
音
注
韻
鏡
校
本
』
に
よ
る
と
、〔ei

→iei

〕
と
見
え
、
一
般
的
に
は
、
齊
韻
所
属
字
は
エ
列
音
と
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
外
轉
第
十
三
蟹
摂
所
属
の
「
齊
（
平
声
）」
韻
、「
薺
（
上
声
）」
韻
、「
霽
（
去
声
）」
韻
所
属
字
に
つ
い
て
、
そ
の
仮
名
を
『
万
葉
仮
名

音
韻
字
典
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
因
み
に
、「
薺
（
上
声
）」
韻
、「
霽
（
去
声
）」
韻
も
〔ei

→iei

〕
で
あ
る
。

齊
韻
　
鶏
（
ケ
）
谿
（
ケ
）
奚
（
ケ
）
霓
（
ゲ
）
西
（
セ
）
栖
（
セ
）
斉
（
セ
）
弖
（
テ
）
低
（
デ
）
底
（
テ
）
堤
（
テ
）
梯
（
テ
）

　
　
　
提
（
デ
）
題
（
テ
・
デ
）
泥
（
デ
）
泥
（
ネ
）
鼙
（
ヘ
）
迷
（
メ
）
黎
（
レ
）

薺
韻
　
啓
（
ケ
）
稽
（
ケ
）
洒
（
セ
）
弟
（
デ
）
禰
（
ネ
）
米
（
メ
）
禮
（
レ
）

霽
韻
　
翳
（
セ
）
慧
（
ヱ
）
恵
（
ヱ
）
係
（
ケ
）
計
（
ケ
）
剤
（
セ
）
細
（
セ
）
第
（
デ
）
諦
（
テ
）
閉
（
ヘ
）
謎
（
メ
）
戾
（
レ
）

　
因
み
に
、
右
に
示
し
た
三
八
字
の
う
ち
、「
慧
」
字
、「
恵
」
字
の
二
字
の
み
が
、
外
轉
第
十
四
合
蟹
摂
に
所
属
す
る
。「
薺
（
上
）」
韻
、

「
霽
（
去
）」
韻
は
、『
音
注
韻
鏡
校
本
』
に
よ
る
と
、〔uei
→iuei

〕
と
あ
る
。

　「
齊
（
平
）」
韻
、「
薺
（
上
）」
韻
、「
霽
（
去
）」
韻
所
属
字
の
、「
隄
」
字
以
外
の
ア
列
音
に
は
、

薺
韻
　
禰
（
ナ
）
米
（
マ
）

イ
列
音
に
は
、

齊
韻
　
西
（
シ
）
泥
（
ヂ
）

薺
韻
　
禰
（
ニ
）

が
、
確
認
さ
れ
る
。
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　『
萬
葉
假
名
の
研
究
』
に
は
、
エ
列
音
で
は
齊
韻
の
栖
（
セ
）・
斉
（
セ
）・
底
（
テ
）・
梯
（
テ
）・
題
（
テ
・
デ
）・
鼙
（
ヘ
）、
薺
韻
の

啓
（
ケ
）・
稽
（
ケ
）・
洒
（
セ
）、
霽
韻
の
翳
（
セ
）・
慧
（
ヱ
）・
係
（
ケ
）・
剤
（
セ
）・
細
（
セ
）・
第
（
デ
）・
諦
（
テ
）・
戻
（
レ
）
に

つ
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。
但
し
、
齊
韻
の
「
鼙
」
字
に
つ
い
て
は
「
ベ
」
の
仮
名
と
し
て
見
え
る
。

　『
萬
葉
假
名
の
研
究
』
に
は
、「
禰
」
字
は
「
ネ
」、「
米
」
字
は
「
メ
」
の
仮
名
と
し
て
、「
西
」
字
は
「
セ
」、「
泥
」
字
は
「
デ
」
の
仮

名
と
し
て
見
え
、
ア
列
音
の
「
隄
」
字
に
つ
い
て
は
、「
ダ
」
の
仮
名
と
し
て
見
え
る
が
、「
禰
（
ナ
）」「
米
（
マ
）」、
イ
列
音
の
「
西

（
シ
）」「
泥
（
ヂ
）」「
禰
（
ニ
）」
は
見
ら
れ
な
い
。

　「
齊
（
平
）」
韻
、「
薺
（
上
）」
韻
、「
霽
（
去
）」
韻
所
属
字
の
ウ
列
音
・
オ
列
音
の
仮
名
は
確
認
さ
れ
な
い
。

　
斉
韻
「
隄
」
字
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、「
他
に
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
」
に
続
け
て
、「
殊
更
に
、
提
・
低
・
氐
な
ど
の
仮
名
を
避
け

て
、
常
例
を
破
っ
て
用
い
た
」
と
あ
る
が
、「
常
例
を
破
る
」
理
由
に
触
れ
る
事
は
無
い
。

　
ア
列
音
の
「
禰
」
字
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
仮
名
音
韻
字
典
』
は
「
比ヒ

等ト

母ミ

禰ナ

能ノ

」（
万
葉
集
・
五
・
877
）
を
例
示
す
る
。『
日
本
古
典
文

学
全
集
萬
葉
集
』
は
「
ひ
と
も
ね
の
」（
頭
注
・
未
詳
。
ヒ
ト
ミ
ナ
転
か
と
い
う
。）
と
訓
む
。
更
に
考
え
る
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
エ
列
音
の

例
と
な
る
。「
米
」
字
に
つ
い
て
も
、「
久ク

米マ
ノ

社
」（
風
土
記
）
の
一
例
を
例
示
す
る
。
本
例
も
「
久ク

米メ

」
と
み
る
事
も
可
能
で
有
る
。
だ
と

す
る
と
、
薺
韻
の
ア
列
音
の
例
は
な
く
な
る
。

　
イ
列
音
の
「
禰
」
字
に
つ
て
は
、「
和ワ

我ガ

可カ

敝ヘ

流ル

刀ト

禰ニ

」（
万
葉
集
・
二
十
・4395

）
の
一
例
を
例
示
す
る
。

　『
万
葉
仮
名
音
韻
字
典
』
の
中
で
、「
方
言
を
『
ト
ニ
』
を
『
ト
ネ
』
と
訛
っ
た
。」
可
能
性
を
示
す
。
東
国
方
言
と
し
て
の
「
ト
ネ
」
の

可
能
性
を
云
々
す
れ
ば
、
イ
列
音
と
し
て
示
さ
れ
る
「
禰
」
字
は
、
エ
列
音
と
し
て
の
処
理
が
可
能
で
あ
る
。
イ
列
音
の
「
西
（
し
）」「
泥

（
ぢ
）」
に
つ
い
て
、
例
示
さ
れ
た
も
の
の
、
エ
列
音
と
し
て
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
齊
（
平
）」
韻
、

「
薺
（
上
）」
韻
、「
霽
（
去
）」
韻
所
属
字
は
、
基
本
的
に
エ
列
音
の
仮
名
と
見
ら
れ
よ
う
。
大
野
透
『
萬
葉
假
名
の
研
究
』
の
説
は
参
考
と
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な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
隄
」
字
は
、「
つ
つ
み
」
の
意
味
で
、「
隄
　
本
作
堤
」（
禮
月
令
釋
文
）
と
み
え
、「
堤
」
字
は
、「
提
　
叚
借
為
堤
」、
ま

た
、『
集
韻
』
に
は
、「
隄
　
博
雅
　
隄
封
　
都
凡
也
　
或
从
土
　
通
作
提
」
と
見
え
る
。「
隄
」
字
、「
提
」
字
、「
堤
」
字
の
音
は
、『
廣

韻
』
に
は
、
都
奚
切
、
都
奚
切
、
杜
奚
切
と
あ
り
、
韻
は
〔ieg

〕
で
字
音
と
し
て
は
相
互
に
相
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ア
列
音
「
ダ
」
の
音
仮
名
と
し
て
の
「
隄
」
字
の
用
字
に
、
特
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
斉
韻
所
属
字
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

エ
列
音
「
デ
」
の
み
で
処
理
す
る
方
向
で
再
考
の
必
要
が
あ
る
と
愚
案
す
る
。

　『
歌
経
標
式
　
注
釈
と
研
究
』
の
研
究
編
の
「
言
語
資
料
と
し
て
の
『
歌
経
標
式
』」
に
、

　「
隄
」
を
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
た
例
が
他
に
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、「
隄
」
は
「
陀
」
の
異
体
字
で
あ
る
「
陁
」
の
草
体
の
誤
認
で
あ

る
可
能
性
が
極
め
て
高
い

と
あ
る
。
確
か
に
、「
陀
」
字
の
異
体
字
「
陁
」
字
、「
隄
」
字
に
は
、

（
聖
武
天
皇
・
雑
集
）　
　
　
　
　
　
　

（
明
・
倪
元
路
）

の
様
な
草
体
の
字
様
の
存
す
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
誤
認
の
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
誤
字
説
は
不
用
意
に
は
採
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

2
、
仮
名
「
都
」
字

　
沖
森
卓
也
氏
は
「
言
語
資
料
と
し
て
の
『
歌
経
標
式
』」（『
歌
経
標
式
　
注
釈
と
研
究
』）
に
お
い
て
、「
毛
毛
那
比
都
」
に
拘
わ
っ
て
次

の
様
に
書
か
れ
る
。

　
こ
の
「
都
」
は
本
書
で
は
ツ
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、「
も
も
な
ひ
つ
」
と
読
む
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
挙
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げ
る
ら
れ
た
証
歌
の
特
徴
と
し
て
、
短
歌
の
第
三
句
の
第
五
句
の
尾
字
と
が
本
韻
と
し
て
押
韻
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
当
該
歌

が
無
頭
有
尾
の
歌
で
あ
っ
て
も
、「
も
も
な
ひ
と
」
は
第
三
句
相
当
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
第
五
句
「
多
牟
伽
比
毛
勢
受
」
の
「
受
」
と

押
韻
す
る
た
め
に
、『
日
本
書
紀
』
の
「
苔
」
を
「
都
」
に
書
き
換
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
り
に
万
葉
仮
名
と
し
て
「
苔
」
字
を
避

け
た
と
す
る
な
ら
ば
、
第
四
句
の
「
比
苔
」
の
箇
所
も
別
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
単
に
音
節
ト
の
書
き
換
え
な
ら
ば
、
ト
の
甲

乙
の
異
例
が
認
め
ら
れ
な
い
本
書
で
は
「
止
」
や
「
等
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
箇
所
を
「
注
釈
」
部
分
で
は
、

　「
都
」
は
本
書
で
は
ツ
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例
の
み
ト
乙
類
相
当
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
基
本
的

に
ト
の
甲
乙
の
書
き
分
け
が
認
め
ら
れ
、「
都
」
は
上
代
で
は
ト
甲
類
の
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
点
か
ら
も
、
こ
の
用
字

は
問
題
視
さ
れ
る
。

の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　「
毛
毛
那
比
都
」
の
「
都
」
字
を
、
沖
森
論
文
で
は
「
つ
」
の
仮
名
と
し
、「
も
も
な
ひ
つ
」
と
訓
読
す
る
の
が
穏
当
と
し
な
が
ら
も
、

同
一
書
の
注
釈
で
は
「
と
」
と
の
仮
名
し
、
訓
読
文
も
「
も
も
な
ひ
と
」
と
す
る
。

　「
都
」
字
は
、
内
轉
第
十
二
遇
摂
模
韻
所
属
字
で
、『
廣
韻
』
に
當
孤
切
と
あ
る
。
韻
は
〔o

〕
で
あ
る
。

　
本
書
の
「
都
」
字
は
例
外
な
く
「
ツ
」
の
仮
名
で
あ
り
、「
比
都
」
の
例
の
み
、
乙
類
ト
と
し
て
の
用
字
と
す
る
見
解
（
前
掲
書
の
注
釈
）

は
全
く
根
拠
が
な
い
。
因
み
に
、
乙
類
の
ト
と
し
て
、
本
書
に
は
「
等
」「
止
」「
苔
」
が
見
え
、「
比
等
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　
当
該
歌
の
「
毛
々
那
比
都
」
の
部
分
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
「
毛
毛
那
比
苔
」
と
あ
り
、「
苔
」
字
が
「
都
」
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、

　
…
…
。
本
書
に
挙
げ
ら
れ
た
証
歌
の
特
徴
と
し
て
、
短
歌
の
第
三
句
の
尾
字
と
第
五
句
の
尾
字
と
が
押
韻
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
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る
。
当
該
歌
が
無
頭
有
尾
の
歌
で
あ
っ
て
も
、「
も
も
な
ひ
と
」
は
第
三
句
相
当
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
第
五
句
「
多
牟
伽
比
毛
勢
受
」

の
「
受
」
と
押
韻
す
る
た
め
に
『
日
本
書
紀
』
の
「
苔
」
を
「
都
」
に
書
き
換
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
り
に
万
葉
仮
名
と
し
て

「
苔
」
字
を
避
け
た
と
す
る
な
ら
ば
、
第
四
句
の
「
比
苔
」
の
「
苔
」
の
箇
所
も
別
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
単
に
音
節
ト
の
書

き
換
え
な
ら
ば
、
ト
の
甲
乙
の
異
例
が
認
め
ら
れ
な
い
本
書
で
は
「
止
」
や
「
等
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
、「
言
語
資
料
と
し
て
の
『
歌
経
標
式
』」
に
み
え
る
。
因
み
に
、『
歌
経
標
式
』
中
に
は
、
乙
類
ト
の
仮
名
と
し
て
は
、「
止
」「
等
」

「
登
」「
苫
」
が
見
ら
れ
る
。
本
書
の
「
比
都
」
の
「
都
」
字
を
乙
類
ト
と
す
る
根
拠
は
な
く
、「
ヒ
ツ
」
と
訓
む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　
次
に
、「
人
」
字
の
和
訓
「
ヒ
ツ
」
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

①
　
邊
鄙
　
ア
ツ
マ
ウ
ト

ア
ツ
マ
ツ

　
　
東
人
同
　
　

俗
用
之	

（
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
下
28
ウ
）

②
　
邊
鄙
　
ア
ツ
マ
ヒ
ト

ヘ
ン
ヒ
　

	

（
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
上
52
ウ
）

③
　
邊
―
（
鄙
）
川
云
師
説
　
阿
都
末
豆
（
平
平
濁
平
平
）	

（
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
181
一
）

④
　
邊
鄙
　
訓
阿
豆

萬
豆	

（『
倭
名
類
聚
鈔
』
巻
二
6
）

⑤
　
邊
―
（
鄙
）　
ア
ツ
マ
ト
ヒ
ト

　
　	

（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
中
二
七
）

等
々
と
見
ら
れ
る
「
ア
ツ
マ
ウ
ト
」
は
「
ア
ツ
マ
ヒ
ト
」
の
音
便
化
し
た
語
形
。『
名
義
抄
』
の
「
ア
ツ
マ
ト
」
は
、「
ア
ツ
マ
（
ヒ
）
ト
」

と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
準
じ
て
考
え
れ
ば
、「
ア
ヅ
マ
ツ
」
は
「
ア
ヅ
マ
（
ヒ
）
ツ
」
と
訓
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

⑥
　
棺
　
ヒ
トツ

キ
（
上
上
上
）	

（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
佛
下
本
一
〇
一
）

⑦
　
棺
　
ヒ
ツ
キ
　
柩
同　	

（
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
下
94
ウ
）

⑧
　
棺
　
和
名
比
止
岐	

（『
倭
名
類
聚
鈔
』
巻
十
四
20
）
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⑨
　
棺
　
人
木	

（
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
394
）

「
棺
」
字
の
「
人
木
」（『
新
撰
字
鏡
』）
の
用
字
、
和
語
「
ヒ
ト
キ
」「
ヒ
ツ
キ
」
等
を
視
野
に
見
る
と
き
、「
人
」
字
に
和
訓
「
ヒ
ツ
」
を
当

て
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　「
ヒ
ダ
リ
（
一
人
）」「
ヒ
ト
（
人
）」
と
訓
読
す
る
『
歌
経
標
式
　
影
印
と
注
釈
』
の
「
隄
」「
都
」
字
を
小
考
し
、「
ヒ
テ
リ
」「
ヒ
ツ
」

と
訓
読
す
る
こ
と
つ
い
て
の
小
考
で
あ
る
。「
隄
」
字
を
仮
名
「
テ
（
デ
）」
と
す
れ
ば
、「
伊
隄
須
」「
比
隄
」
の
「
イ
デ
ス
（
出
）」「
ヒ
デ

（
飛
騨
）」
に
つ
い
て
の
再
考
も
必
要
に
は
な
る
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

注（
1
）　「
お
う
ふ
う
」
平
成
二
十
年
刊
。
本
書
の
母
体
は
、『
歌
経
標
式
　
注
釈
と
研
究
』（
桜
楓
社
・
平
成
五
年
）
で
あ
る
。『
歌
経
標
式
影
印
と

注
釈
』
の
本
文
中
に
「
研
究
編
参
照
」
と
あ
る
箇
所
が
存
す
る
が
、「
研
究
編
」
は
な
い
。
因
み
に
、『
歌
経
標
式
　
注
釈
と
研
究
』
に
は
見

ら
れ
る
。

（
2
）　「
研
究
編
」
は
、『
歌
経
標
式
　
注
釈
と
研
究
』
に
は
見
ら
れ
る
が
、
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。

�

（
本
学
教
授
）
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